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A　2.1 fi m ``Eye Safe" Ho:YAG Mie scattering laser radar system has been developed.

By using this laser radar system, we have measured both the temporal and altitude change of the

mixed layer over the metropolitan Tokyo.

1.はじめに

Ho:YAGレ-ザは､発振波長が2.1 #mであり､目に優しいレ-ザと呼ばれ､レ-ザレ-ダの光源

として注目されている｡このレ-ザを使用することにより､市街地や工場内など人がいるところでのレ

-ザレ-ダ計測が可能となり､都市大気汚染や工場排煙などの監視システムへの応用が期待される｡本

報告では､ IHIが開発したHo:YAGレ-ザを光源としたミ-散乱レ-ザレ-ダシステムの構成と東京

都心上空の大気混合層の空間分布の測定結果について報告する｡

2. Ho:YAGレ-ザレ-ダシステムの構成

システムの仕様をTable lに､構成をFig.1妄言志すと

Ho:YAGレ-ザはフラッシュランプ励起で､ TEMooモード､

Qスイッチ動作時で出力30 mJ/pulse､パルス幅200nsec､繰

り返し最大IOHzである｡レ-ザ光は10倍のビームエキスパ

ンダーによって直径的20mmに拡大されて大気中に出射され

る｡受信望遠鏡は直径300mmのカタディオブトリック型で

ある.検出器には常温動作のInGaAsPINフォトダイオード

を用いた｡また､走査装置は､最小0.1度のステップ角度

Table 1 Specification of Ho:YAG Laser Radar

Laser: ㌔

Flashlamp-pumped Ho:YAG Laser

Pulse Energy;　30mJ

Pulse Width;　200nsec

Repetition Frequency;　5-10Hz

Telescopや;_

Catadioptric

Diameter;　300mm

Detector:

n由tal丸鹿nxsy

Fig, 1　　Ho:YAG Laser Radar System
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InGaAs

Diameter; lmm

Sensitivity; 1 AハV

Si変革al Processing:

Resolution; 10 biモs

Sampling time; 50nsec

Scanner:

Two axis

Scanningraf　0.1-2 deg



で全天走査可能であり､測定データはTHI､ RHI､ PPI､ r3次元表示が可能である｡▲

3.測定結果

2 ji m Ho:YAGレ-ザを用いて都心での大気混合膚の空間分布の測定を行った｡レ-ザレ-ダと

ラジオゾンデとの同時測定を行ったときの測定結集め一例を｣ Fig.2に示すムラジオゾシデめデ⊥夕に

は､気温と露点温度と湿度を併せて示してあり､温度逆転層の高度と､ミ-散乱強度が減少する高度と

が一致していることより､このレ-ザレ-ダによる混合層高度測定が可能であることが実証された.ま

た､ Fig.3のレ-ザレ-ダによる大気混合層の測定結果では､ 7時と1 3時で混合層の高度が変化して

おり､混合層の時間変化がわかった｡
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Fig. 2　Comparison ofmeasurements with laser radar and sonde
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Fig. 3　Cross sections of mixed layer over the metropolitan Tokyo (Aug. 3, 1995)
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